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n 試験目的

古くから人為による収奪が行われたマツ林地帯では,近年さらにマツ類の材線虫にとも左う林 

分破壊により,森林としての機能が大まく低下している林地の増加が見られ,その回復をはかる 

ための対策が望建れているが,とくに自然休養林あるいは風致林としての景旅等を重視した公益 

的機能の維持回復の面からの強い社会的要請が打ち出されている林地が,瀬戸内沿岸地域をはじ 

め少左からず見られる〇

本試験は,これら林地の全左林分としての回復あるいは改良をはかるうえにおいて大き左役 

割りをもつ広葉樹の導入あるいは保育を重視した効果的左施業対策を明らかにしていくためのー 

助とすることを目的として実施した。

in 試験経過と得られた成果

地力が低く,また雨量の少ない瀬戸内海沿岸の,せき悪地を含むアカマツ林地帯においては, 

林分破壊の影響が強く現われやすいだけで左く,都市化の進んだ地域をひかえていることや,ま 

た国立公園特別地域,その他保安林指定地区に少左からず包括されていること左ど,社会的を立 

地環境の面からも,これら林地に対する施業についてはとくに配慮が望まれている。

この地域のうち,島しょ部を含む四国の瀬戸内海沿岸は,花崗岩のほか,山陽地方の沿岸部と 

異左り,安山岩その他凝灰岩等の分布が少左からず見られることから,これら各地質母材,土壊 

等にとも左うそれぞれの立地条件に応じた検討が必要と考えられる。

この試験調査は•以上のことを考慮のうえ,これら各種地質母材,土壊等の出現が見られる代 

表的な対象地として,年降雨量1.2 0 0沏で,マツノザイセンチュウによる枯損の著しい,林令 

15 0年生前後のアカマツ,クロマツ林等を含む高松営林暑管内の屋島国有林および隣接林地を
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選ぴ,営林局,署の協力を得左がら,昭和4 8年度から3カ年にわたって実施した。

試験瞰の進め方としては,地質母材と土壊等立地条件についての実態をらびに問題点を明ら 

かにするための調査,なよびこわと関連する現存植生の酬を行うとともに,対象と東る主要樹 

種について,一部成長特性,養分特性の痢査,林分破壊にとも左う生態的変化についての概況聃 

査等をあわせ行い,これらに基づき,導入あるいは保育の対象と左る樹種の立地条件別の適性, 

導入方法,その他林分破壊に対応する施業方法等について検討を行った。

林地の概況と,試験狒査についての経過左らびに得られた成果はそれぞれつぎのとおりであるc 

1.地形と表層地質

屋島(標高2 9 2.1m)が位置する譜岐山脈の北龍に続く前山丘陵地では,基姓である花備 

岩類が山頂部まで露出するところが多い•ほか,山頂部に凝灰岩および安山岩類をのせた山頂平 

担左台地(メサ状>あるいは円錐形(ビュート状)の山塊を形成するものも少方くない。

とくに香川県の南西から北東方向の島しょ部にわたって,溶岩が基盤である花陶岩の割れ目 

から融出し,集塊岩や凝灰岩類を挾んで花協岩を覆う形に左ったが,溶岩類は花崗岩より岩質 

が里硬で風化侵食に対する抵抗力が強いため,溶岩で覆われてい左かったかっての山頂部が侵 

食削剝されて低く方り,溶岩に覆われていた以前の谷の部分が逆行高く残り,現在見られるよ 

うを溶岩台地その他特異左地形ができた。 •
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屋島はこのようにしてできた典型的左溶岩台地で,その表帽地質についての調査結果は図1 

のとおり,山頂平担部に広く分布する岩石はいわゆる讃岐岩質安山岩(Api )といわれる 

もので.一般に板状の節理が発達し,黑色左いし緑灰色で,岩質は緻密で,極めて堅硬である。 

この安山岩は,基盤である花崗岩とのあいだに,北に叫く南に薄く凝灰岩を挾み,平担部の周 

辺で急崖を形成している。

角碌凝灰岩(塩基性BTb)は,前述のように,花崗岩と安山岩に挾せれた形で,台地周辺 

部の急崖の下部に露頭がみられる。岩層の厚い屋烏北端の崖下では,かって豊島石として採石 

されたことがあり,現在でも洞窟や搬出路の跡が残されている。この採石の影害で,石材・採掘 

地の斜面下方には,岩砕やその風化物が拡がり,水分環境をかえて養分の豊富左土壊を形成し 

ている。

凝灰岩(酸性ATb)は,分布地によって凝灰凍岩と左っているが,主として白色の酸性凝灰 

岩の分布が多い。屋島では,山頂にある屋島寺境内の「雪の庭」と呼ばれる庭网がこれにあた 

る。いずれの分布地でも各種溶岩類の下位に分布するが,屋島では例外で,下位に讃岐岩質安 

山岩が発達している。分布面拓が狭いので林地土壊には影辟がない。

また屋島台地の基盤を構成する花崗岩(Gr)は,灰白色の中粒ないし粗粒の完晶質のもの 

から左り,深層風化が進んでいる。屋島周辺の山歴では緩斜面を形成し,あまり開析をされて 

い左いが,大部分は斜面上部からもたらされた安山岩の崖锥推暗物で薄く覆われている。しか 

し屋島の南斜面下部から南東斜面にわたり,風化の進んだ花崗岩の露出がみられ,未熟土壊的 

要素のある養分の貧弱左土壌を形成する。ただ,ごく部分的ではあるが,北禍東斜面にみられ 

るように,水分環境の良好左ところでは愛分の豊富左土壊が形成される。

なお屋島北西の海岸崖に閃緑岩(Dr ),北端の長崎の鼻に雲母片岩の露頭がみられるが, 

林地土壊の母材として屋島ではいずれも関係が左い〇

2. ± 壊

屋島が位置する前山丘陵地の土壊は,1〇万分の1香川県土地分類図(経企庁)によると, 

その花崗岩類を基盤とする地域の大部分が乾性禍色森林土壊(黄禍系)より左り,適潤性禍色 

森林土壊(黄禍系)は谷底斜面左どの狭/卜左範囲に限定されている。そしてこれらの土壊は, 

過去における人為の影響により,多少の差はあるが,表面侵食をうけてその断面形態は未熟土 

的左様相をもち,とくに北部の低山性丘陵地ではその傾向が強いとされている。

また花崗岩の上部を覆う安山岩類および凝灰岩類から左る丘陵山頂部では,乾性禍色森林土 

壊が分布するが,この土壊は,一般に土層の推移が不明りょうで,彩度が低く,明度の高い土 
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色が特徴的で,土性は址［質で極めて堅密左堆積をし,物理性の不良な土壊とされている。をむ, 

このほか安山岩類を母材とするものに,同じく域質の物理性の悪い暗赤色土の見られるところ 

がある。

この試験では,その代表的な調査対象地として選んだ屋烏について,各種土壊の実態およぴ 

特性をさらに詳しく明らかにすることとし,土壊図の作成と,それぞれ代表的左土壌について 

の土壊断面調査,物理性,化学性の調査を行った〇

⑴土壊図と土埃膚断面

屋島の土壊図の作成にあたっては,5万分の1香川県開発地域土地分類基本調査土壊図 

(香川県)の土地分類に準じ,その受託調査の一員をつとめた岩川が担当し,さらに詳しい 

調査により,図2の2万5千分の1土壊図を作成した。
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図2のとおり,山頂部の安山岩類ふよぴ凝灰岩が分布するところは,乾性掲色森林土壊お 

よぴ暗赤色土,花崗岩を表層地質とする下部は,乾性福色森林土壌のほか,部分的に適潞性 

祀色森林土壊が見られるaこれら森林土壊のほぼ9 ° %近くが乾性土壊からをり,土壊の面 

からも,瀬戸内海沿岸とくに香川県側の丘陵地に分布する海岸林の特徵をよくそ左えている。

左お,この調査で,主として安山岩の岩錐堆植物を母材とする広袖1統の左かにBD型土 

壊の分布が認められたので,これを広抽2統,同様に花崗岩を母材とする国分寺1統のをか 

にもBD型土壊の分布が認められたので,これを国分寺2統とそカぞれ新たに土壊統として 

記載した。したがって,屋島の士壊統は,乾性褐色森林土壊で白峰山1統,広袖1統,国分 

寺1統(黄禍系)の3 土壌統,祀色森林土壊で白仰山2統,広袖2統,国分寺2統(黄禍系) 

の3 土壌統,それに暗赤色土壊の城山統を合せて7 土壌統と在ったa

山頂平担部および山腹上部に見られる城山統,白時山1統左ど,主として安山岩を母材と 

する重埴土の物理性のよくない,しかも化学成分にも乏しい土壌と,山睡部の国分寺1統の, 

花崗岩を母材とする細谜の多い,化学成分に乏しい砂質壊土よりをる土壌,の大別して2つ 

の,それぞれ特徴をもつ,地力の低い土壊が見られる。また山腹斜面には,安山岩の崖錠堆 

積物左どを母材とする軽址［土より左る広袖1統があり,水分環境のよいごく限られた部分に 

白静山2統,広袖2統,国分寺2統などの適潤性の祀色森林土壊がある。
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各土壊統の楓況と,それぞれ図2の屋島の土壊図に記入した代表的地点の土壊層断面につ 

いて調査した結果は図3お、よぴつぎのとお、りである。

i 白締山1統(S"1)
安山岩お、よび角碌凝灰岩を母材とする乾性の土壊で,屋島の上部山腹斜面に分布する〇

土相は全般に浅く,安山岩の岩砕に名み,A槌の発逹は貧弱である。

Na 3断面瞰地の植生

高木:アカマツ,クロマツ⑴

低木:ヒサカキ⑵,シロダモ⑴,コナラ,ヤマハゼ,ヤマザクラ出

林床:コシダ,サルトリイパラ・クサギ,アカメガシワ・ヤブムラサキ,ムクノキ,サ 

ンシ3ウ,ヤブコウジ屮

i!広袖1統(Hi 〇!)

主として安山岩の建錠堆積物を母材とする土壊で,山髭の斜面に分布する。一般にA層 

は腐植に汚染された程度で,安山岩の角碌に富み,B層は頰る堅密であるc

血2断面調査地の植生

高木:アカマツ⑵,クロマツ⑴

低木:ヒサカキ⑵,ツツ以2),コナラ・ヤマハゼ,ネズミサシ出

林床:コシダ(5)

iii 国分寺:!統(Kob1)
花崗岩を母材とする土壊で,屋島の南西山麗から南東山濫斜面にかけて分布し,また北 

端部の長崎の鼻にも分布する°乾性の土壊で,A層は極めて貧弱,B層は堅密でカベ状構 

造か弱度の堅果状構造,土層は全般に浅く細碟に富み,概して未熟土的様相が強く,した 

がって地形の急峻左沢筋では侵蝕を受けやすい。

N0.6断面調査地の植生

高木:アカマツ⑶,クロマツ⑴

低木:ヒサカキ<2),ニセアカシア⑴,ツッジ<1しアカツツジ,ネズミモチ,ネズミサシ, 

サルトリイバラ出

iv白峰山2統(Sha 2 )

白峰山1統より水分環境の良好左沢筋の斜面に分布し,安山岩の角のとれた/中礫に 

富み,腐植の侵入は良好で,2 0瑚前後の養分の豊富左A層が形成されている。B層はや 

や堅密でカペ状構造を呈するものが多い。
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No. 5断面調査地の植生

高木:サクラ出

低木:タラノキ,クサギ(2),ヤマハゼ,アカメガシワ(1),ムクノキ•シロダモ,イヌピ 

ワ,ヤッデ

爛査地一帯のこの土壊統の分布域には,昔山頂近くまでマッの大木より左る見事左林分 

があったが,いち早くマックイ厶シにとも左う被害をうけ,1本も残らず枯扣した。

v広袖2統(H10 2 )
屋島の北端屋下に,安山岩のほか角碑毋灰岩を母材とした扇状に進功する土埃として見 

られ,細碌に富む2 () cm前後のA傾が形成され,A1同は閥植に富み,保水性は良好であ 

る。B】周への推移は比餃的判然とし,B】岡はカベ状構造が発逹している。

f;〇.1断面矚査地の植生

高木:クロマツ,ヒノキ,シロダモ(1),サクラ,ビワ

低木:ピワ,シロダモ,ネズミモチ出

草生:イタドリ由

vi国分寺2統(Kob 2 )

屋島の東側中腹斜面の狭/」、な沢筋面に分痛する花崗岩を母材とする土壌で,国分寺1

統より水分環境がよく,2 0伽前後のA屑が形成されている。A回は花倘岩の細碌に富み, 

弱度の粒状構造を左し,B岡への推移は比較的判然とし,B層は弱度の堅果状構造がみら 

れる〇

No. 4断面調査地の植生

• 高木:クロマツ(2)
中木:ピワ⑵,ヤマザクラ,ヤマハゼ,シロダモ,エノキ・)

低木:ビワ.ムラサキシキブ(2),シロダモ,ヤマハゼ,イヌピワ,クサギ⑴,ネズミモ 

州 ,

草生:イタドリ,リュウノヒゲ什)

vii城山統(Ki y )

安山岩の風化土壌で,屋島台地の頂部平担面に広く分布する。A層を欠くか,暗色の薄

S A層が形成される。B層は赤色を呈し堅果状構造がみられる。

No. 7断面調査地の植生

高木:アカマツ(4),クロマツ用

-4 I 〇-

低木:ヒサカキ⑶,アカツツジ,コナラ,ヤマハゼ,ネズミサシ,ネズミモチ什!

⑵土壊の物理性

各土壌統の物理性についての実態と問題点を明らかにするため,粒径組成その他について

獨査した。

表1 土壊の粒径組成(％)

調査地. 囲位 深さcn 粗砂 細砂 徴砂 粘土 土 性

N0.7
(城山統)

B1
B2
B3

〇〜5
1 〇<1 5
2 5 〜3 0

I 7
II ''

6

21
1 9 '

18

1 3
14

10

49
56
66 '

匝埴土、

>/

・〃

No.3
(白岭山1統)

A
Bl
中

Wc)

〇〜5
1 〇〜1 5
3 〇〜3 5

5
4
3

1 6
15
1 5

14
22
26

65
59
56

重埴土

〃

No.5
(白蜂山、2統)

Al
A2
Bl
B2

〇〜5
8〜13

2 〇〜2 5

22 •
22
21

26
26
28

6

5
7

46

47
44

重埴土

〃

軽埴土

Na 2
'(広袖1統)

Af-fe)
Bl

B27c)

〇〜5
! 〇〜1 5

27
20

25
27

1 4
10

34
43

怪埴±

〃

Nal
(広袖2統)

Al
A2
Bl
B2

〇〜5

2 〇〜2 5
4 〇〜4 5

4 6

50
4 7

30

32
32

2

1
2

22

1 7
19

砂質埴壊土

砂質埴植土

〃

Na 6
(国分寺1統)

Bl
B2

〇〜5
2 5〜3 0

38
3 1

45
43

3
5

14
21

砂質壌土・

砂質埴壊土

Na 4
(国分寺2統)

Al
A2
Bl

1 B2

〇〜5
1 〇〜1 5
2 5〜30

4 5
39 '
42

一

28
33
34

一

1
2
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粒産組成の測定にあたり,粘土は光走査法によってその値を求めたが,結果は表1のとお 

りで,屋島の土壊統の土性の特徴が適確に表現されている。

す左わち,城山統では,平担面で物理的風化が進んだ形跡がみられ,比較的粗砂が少左く, 

細砂,粘土が多いが,特に粘土分力:多く,页域土と左っている。

白鐘山1統では,分布が城山統に続いている関係で,粒径分布は城山統に比較的近い。土 

性も重埴土で,安山岩母材の影響力:大きく,比較的残積的であると推察される。

白蜂山2統では,白峰山1統の微砂,粘土が洗われ,粗砂,細砂が多くをったものと推察 

される。しかし安山岩母材の影枷が大きく,粘土量は4 5%を下らず•土性は重埴土である。

広袖統では,微砂,粘土の洗脱がさらに進み,安山岩土壊の形をか左り失い,広抽1統で 

は粒径の分布が平均化し,粘土なは4 5 %を割り,土性は怪埴土と左る。

また広袖2統では,角櫟凝灰岩母材の影響により,粗砂,細砂の鼠が多く,土性は砂如域 

壊土となる〇

国分寺統は,花崗岩土壊の特徴を現わし,1,2跳とも粗砂,細砂が多く,微砂が少左い。 

土性は,国分寺1統の砂質壊土から,水分環境のよい2統では砂質城土とをる。

をお,容成重,透水性,粗孔隙その他について調査した結果によると,城山統の土壊は堅 

密左堆積をし,最も重く,透水性がきわめて悪く,粗孔隙も他の土壊統にくらべとくに乏し 

いのに対し,白辭統ではA回の堆祐が疎で,透水性もよく左っているが,B相の堆積は密で 

透水性は悪い。

また広袖統でもA層の堆積が疎で,B層の堆積は密であるが,透水性は広袖1統で悪く, 

広袖2袖でもB層ではよく左い。

そして国分寺統では,A岡の堆積は疎で,透水性は比較的よく,B層は容,積量が大で,透 

水性は必ずしもよく左いが.粗孔隙は他の土壊統のものより多い。

⑶土壊の化学性

各土壊統の化学性の実態と問題点を明らかにするため,土壊の反応について調査するとと 

もに,全チッ素,全炭素,およぴリン酸,カリ,カルシウム,マグネシウム左どについて分 

析した。

あお,リン酸については0.2 N — Heし で常法により浸出し,除鉄のあとSne12- VC,よっ 

て比色定堆し,咬た置換性塩基については,土壊4 gを10 0 ccのI N - Amm. Acで1 
時間振とう浸出後,乾燥ろ紙でろ過した液について行ったもので,一般にカルシウムはピー  

チ法よりいくぶん少たい値,士たカリ・マグネシウムについてはピーチ法に近い値が得られ 

る。またこれらの成分については,いずれも原子吸光法によって定量した。
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表2 土壊の化学性

(成分分析値呷/】〇〇£ )

調査地 深さs

r 
P H | 
(KCL) 度yi 荒お, P2O5

一 HCL
P20 5

E X
K20

E X
CaO

'EX
MgO

No.7 (〜5 3.7 1 3.1 —*•— 0.4 6.6 15 2.7
(城山統)

! 〇〜1 5 3.7 1 6.6 — 0.3 11.2 14 4.1
2 5〜30 3. 6 2 2B — 0.3 1 2.3 26 1 2.5

No.3 〇〜5 3 6 1 42 —- 0.5 1 3.4 104 20.9
(白站山1統) ! 〇〜1 5 3.7 1 9.3 — 0.3 14.9 50 3 8.9

3 〇〜3 5 3. 7 11.0 — 0.2 1 6.2 76 5 4.2
4 〇〜4 5 4.1 2.3 — 0.3 15.9 1 28 101.1

Nq5 〇〜5 5.0 0.9 — 1.9 24.2 351 9 7.6
(白蜂山2統) 5〜15 5.1 0.6 — 〇. 7 11.5 271 9 8.8

1 5〜4 0 4.3 0.4 — 0.3 6.9 213 101.8
4 〇〜6 0 5.0 0.3 — 0.3 9.4 238 116.6

No.2 〇〜5 3.7 1 0.9 — 0.4 9.1 9 9.1

(広袖1統) 1 〇〜2 0 3.9 4.4 — 1.0 5.3 14 2 32
307 0 4.1 1.2 — 0.4 4.5 1 3 35.4

Nal 〇〜6 4.5 1.1 1.8 1 0.0 22.7 295 81.2.
'(広袖2統) ! 〇〜2 0 4.5 1.0 1.4 7. 6 1 6.1 182 6 4.3

2 5 〜3 0 4.5 0.4 1.6 3.4 5.0 87 4 3.8
4 〇〜5 0 4.5 0.3 1.3 1.7 4.8 108 5 2.5

No.6 〇〜5 3.8 8.9 — 0.7 1 6.9 15 3.7
(国分寺1統) 2 5〜3 0 3. 4 8.2 0.4 9.9 52 14.0

Na 4 〇〜6 3.9 4.3 1.4 1 7. 7 2 5.5 .206 30.7
(国分寺2統) 6〜2 0 3.8 6.5 1.6 1 5. 3 2 4.1 141 2 8.3,

2 〇〜4 0 3.8 9.8 1.2 1 7. 0 1 3.1 70 17.1,
4 〇〜6 0 I 3.8 9.9 1.5 1 8. 3 12.9 76 2 0.3
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これらの結果は表2のとおりであるが,全チッ素,全炭素の値については表示から省いたc 

まず,土壊の反応については,乾性のBE型土壊と適潤型の土壊で明らかにその差を切め 

ることができる。す左わち乾性の土壊では酸性が強く,PH ( KCL )で4.1以下の値を示すの 

に対し,適潤型の土壊では4.3以上の値を示している。我た置換酸度オ1においても同様の 

傾向を示し,乾性土壊の城山統で13.1〜2 2.8で強い酸性とをっているのに対し,適湖型 

の土壌では1.!以下と左っている。ただ適あ土壊の国分寺2統ではやや酸性が強い。

つぎに,•全チッ素,全炭素について分析した結果を要約すると,土壊の水分環境の違いに 

よる差がはっきり現われ,適潤型土壊ではその园が多く,全チッ素は表土で0.3 2 %以上で 

あるのに対し,乾性型土壌の多くは〇.1%に満た左い値となっている。これは適潤型土壊の 

場合,:林内における落葉の還元量カ:多く左るためで,炭素率も.乾性の土壊に比して明らかに 

低く,落葉の分解が進んでいることが示されている。

をお,化学分析結果は,屋島の各土壊統の可饴態養分の特徴をよく表現しているが,また 

表2の結果かと林内における養分循環の一端をうかがうこともできる。まず,山頂平担部に 

広く分布する城山統では,カルシューム,マグネシウムが極端に少左いことが特徴的である。 

カルシウムは下層土でも2 6附と少左いが,これは土壌母材もその大き左原因と左っていよ 

う。衣たマグネシウムはB8層で12.5%と正常左値を示すが,これより上層では2.7〜4.1 

Wと極端に少左い。この調査断面では土層1OCOT以下に根の分布も少左く,林内の植物は箍 

分的なアンバランスによる生理的障害がおこりやすいのでは左いかと考えられる。リン酸, 

カリ成分も少ないが養分欠乏を生ずる检どではたい。

また,この城山統では,カリ,カルシウム,マダネシウムが下層から表層に向って少左く, 

表層より次第に可給態養分が林外に持ち出されていると考えられる。つぎに,屋島の山腹上 

部斜面に分布する白峰山1統では,前述の城山統より成分的に少し多く,左か•でもマダネシ 

ウムが豊富とをり,カリ成分についても+分左状態にある。左治カルシウムはA層で1〇 4 

阳と少し多く,B層では下層の7 6階から上層の50维へと少左くまっているが;林地土壊 

としてはとくに問題に左るほどでは東い。

健た,この白峰山1統の養分循環を考えると,カり成分は表層,下層の差が少左く,カル 

シウムは落養からの供給でA層に集積の傾向が見られるが,B層では下層から上層に向って 

少左く,マダネシウムも上層ほど少左くをっていることから,林内の養分循環は現状維持か 

やや縮少の傾向にあるといえよう。

っぎに,白峰山1統より水分環境の良好左白峰山2統では,各成分が非常に豊富とをり, 
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特にカルシウムの集積が多く,下層から上層に向って多く在る傾向を示し,りん酸,カリも 

同様吐傾向がある。マグネシウムは下層より上層がいくぶん少左い傾向にあるが,土壌層全 

体にわたり非常に豊富と左っている。したがって,この土壊統の養分術環は明らかに拡大の 

傾向にあったといえる。

屋島の山施緩斜面に広く分布する乾性土壌の広袖1統は,城山統につぐ成分的に貧弱東土 

壊統で,城山統よりマグネシウムがいくぶん多いが,カリ成分は逆に少左く,カルシウムは 

表層で極端に少ないほか,下層でも少なく,土壤全岡がカルシウムに乏しい。林内植物はカ 

リ,カルシウムのバランスが崩れやすいと考えられ,また調査断面附近に嫌石灰性のツツジ 

左どの植生が多い。この広袖1統に対し,水分環境のよい BD型土壊の広袖2統では,各成 

分とも豊富で,特にリン酸が多く N/5X) H2S04で浸出されるりン酸石灰型のリン酸は普通 

の題耕地土壊に匹敵する程度ある。

この広袖2統では,マツクイムシの被害,また被害木の撤出左どで,林分は現在破壊され 

ているが,成分は集瑙の傾向から明らかに拡大の方向にあり,土壊熟成が進んだものと考え 

られる。疾た,この広柚2統では,さきにのべたように•チッ素成分も多く,炭素率も低い 

ことをどから,有機物の分解は早く,林分の回復は速いと推察される。左お国分寺1統につ 

いては,表層はカルシウム,マダネシウムの乏しく,リン酸は他の乾燥型の土壌に比ペやや 

多い。また国分寺2統では,リン酸が全土層にほぼ同じ濃度で多いことに特色があるが,こ 

れは土壊の母材,また物理性左どとも関係が深いと考えられる。全依に各成分とも比較的多 

<,とくに下層より上層に多いことから見て,植生からの養分環元が潤沢で,土壊熟成が進 

んでいると推察される。

3.植 生

雨量の少をい瀬戸内沿岸部は,古くからの窯業,製塩業のための薪炭材や,その他家庭用の 

薪炭材の収奪など,人為の影響により,広くアカマツ林化し,またせき悪化の著しいところも 

少左からず見うけられ,植生遷移のうえからは,本来の安定した極盛相に近い植生よりかたり 

後退した状態にある。これが近年さらに全国的左発生を見たマツノザイセンチュウにともをう 

マッの枯損によリ急激を林分破壊がおこり,アカマツ,クロマツの林分が主体を左す屋島国有 

林および隣接区域を含む地域も,その被害によりか左り破壊された。

今回は,植生に関連するものとして,マツノザイセンチュウにともをう林分破壊の実態を把 

握するとともに,植生型と現存植生,林分破壊.にとも左う生態的変化,主要広葉樹の生育特性 

左らぴに一部成長現存盘たどについて調査を行った。
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⑴ マツ林の林分破壊と更新の状況

屋島国有林における林分破壊の概況について,1 9 7 5年3月,1 9 7 6年3月の2回の 

踏査と,赤外線カラーフィルムによる航空写真に基づき明らかにし,図4として図化した。
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その結果,林分破壊はアカマツ林,クロマツ林の別を問わず起こっているが,尾根状地の 

マツ林のほうが凹状地のところより残存率が高い。喧た枯担木の撤出路に沿ったところで, 

伐出にともたう中,下層植生の破壊が起こりやすいことが見られた。なお,このよう左被害 

地の左かにも,北融南端部の西方と南東方向にわたるマツの若齢の比較的被唐の軽い林分で, 

現在かをり過密に左っているものもあり,また天然生のマツの稚樹は,屋島工円に,上木の  

疎開したあとや,その他比皎的明るい林内で,Ao層が欠けて鉱物質土壊の露出した所やコ 

ケな地表をおむっているところ左どでか左り見られる。

南莅！と北植をつ左ぐ尾根の西斜面で,上木としてアカマツがあり,その林床に良好左更新 

をしている所と,すぐ近くの同様を立地で更新稚樹の認められをい所について,相対照度を 

比較測定した結果,前者で2 8 %,後者で18%の値が得られ,この場所では,天然更新の 

可否が,このよう左相対照度の差によるもの・と見られた。またこの場所以外のマツが天然更 

新をしている所も.ほぼこれより明るい所に多い。

⑵植生型と植生分布

19 7 5年3月および1 976年3月に行った屋島の植生調査に基づき,ウパメガシ林, 

クロマツ(アカマッ)ーウバメガシ林,アカマツ(クロマツ)一落葉広葉樹林,クロマツ( 

アカマツ)一常緑広葉樹林,アラカシ林の5植生型を認めることができた。ただし,他に. 

マッの被害木伐出にともなう林相破壊や地表攪乱によ・り,ススキを主とした落葉広葉樹の低 

木の多い植生が,•マツ林に広く出現しているため,これをアカマツ(クロマツ)ーススキ・ 

落葉広葉樹低木林とした。
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ウバメカシ・ナワシログミ

ヤマコウバシ

クロマツ・ススキ•ネズミサシ・ネザサ・モチツツジ•ナツハゼ

コナラ・クヌギ•コツクパネウツギ・クロガネモチ・ヌルデ・ヤ

ッツジ・ク多ノキ・ヤマハゼ•サクラ類

アカマツ・シャシャンポ・ネジキ・オンツ

アカマツ(クロマツ)

ー常緑広葉樹林一落葉広葉樹林ーウバメガシ林

アプ7マッ(クロマツ)FXキ・落葉広葉樹低木林

図6 屋岛の植生組•成図

1
クロマツ(アカマツ) アラカシ林ウバメガシ林 クロマツ(アカ^・ツ)

マサキ・マルバシャリンバイ

!ツジ・ツクシハギ・ワラビ・コシダ

|モッコク

アカメガシワ•ヤブツバキ

これらの植生の分布は図5,琏た計16ブロットの調査結果に基づいた植生の組成は図6 
のとおりであるが,アカマツ(クロマツ)一落葉広葉樹林では,上木の欠除したところが多 

く,上木のあるところもノJ、面積であったため,特に人家に近い人為的植生とあわせて落葉広 

葉樹林として分布図に記載した。また図6の組成種は出現ひん度の高い順に並べた。

図5を図2の土壊図と対比してみるとわかるとおり,ウバメガシ林は白峰山1統の比較的 

乾燥の強い崖錐地に主として出現し,クロマツ(アカマツ)ーウパメガシ林も北嶺のウパメ 

ガシ林に隣接する白峰山1統その他一部広袖1統左どの西側斜面と,長崎の鼻付近を含む国 

分寺1統に分布し•他方アラカシ林は白峰山2統と屋島寺境内など,比較的土壊条件のよい
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所に見られる。

整たクロマツ(アカマツ)ー常緑広葉樹林は,ヒサカキがこの常緑樹の主左構成種と左;), 

各土須統にわたり,か左り左広がりをもって分布し,落葉広葉樹林あるいはアカマツ(クロ 

マッ)ーススキ・落葉広葉樹低木林は,人為の影響の強い所に多く見られる〇左を、,マッの 

うち,クロマツは屋島の北部西斜面に多く,とくに長崎の鼻と南嶺山裾に純林状をなし,他 

の所ではアカマツが優勢であみが,しかし両樹種はモザイク状に,また単木的に混交し,そ 

の区分を明らかにすることはむずかしかったC

近要左樹種あるいは出現ひん度の比較的高いマッ以外の樹種はつぎのとおりである。常禄 

広葉樹ではウバメガシ,ヒサカキ,アラカシ,ネズミモチ,シロダモ,ナナメノキ,ヤマモ 

モ,クロガネモチ,ヤブツパキ,ヤブニッケイ,モッコク,ユズリハ,ビワ,クスノキ,卜 

ベラ,マルパシャリンバイ,マサキ,シャシャンボ,ヤツデ,カクレミノ,ナワシログミ, 

ヤブコウジ左ど。

落葉広莱樹ではサクラ類,コナラ,クヌギ,ヤマハゼ,エノキ,ムクノキ•オオバヤシャ 

ブシ・ハギ類,ムラサキシキブ,ヤブムラサキ,ネジキ,ヌルデ,ナツハゼ,アカメガシワ, 

イヌピワ,クサギ,タラノキをど。准たツツジ類も多く,クズ,フジ•サルトリイバラ左ど 

も各所に見られるほか,針葉樹としてネズミサシがある。

これらの樹種は.瀬戸内沿岸地域のマツ林地帯にほぼ共通して見られ,屋島では,ヒサカ 

キ,ネズミモチ,シロダモ,サクラ類»コナラ.・ヤマハゼ,ツツジ類左どは,各種土壊統に 

わたりか左り広く見られ,疾たシロダモ,サクラ類,ピワ,ヤブニッケイ,コナラ,クヌギ 

左どは,土壌条件のよい白峰山2統,広袖2統,国分寺2統あるいは崖錐地左どのところで 

比較的大き左木も見られる。

疾た南嶺台地部その他城山統,国分寺1統左どの•とくに土壌が浅ぐ乾燥の強いところに 

耐えて生育するものとしてヒサカキ・ツツジ類,ネジキ,ヤマハゼ・シャシャンポ,ナツハ 

ゼのほか,このよう左悪い土地条件のところでの代表的左指標植物ともいえる針葉樹のネズ 

ミサシがあり,その他城山統左どの埴質土壊の物理性のよく左いところでも比較的健全左生 

育を示す高木性の常緑広葉樹として,根粒をもつヤマモモが注目に値する。その他 海岸線 

に近いところで.潮害に強い卜ペラも目につく。在お,比較的耐陰性の強いヒサカキの過密 

地も少左からずあるが,ざたヒサカキの生育宸退による樹冠の疎開にとも左い•林床の相対 

照度が高咬り,新たにヒサカキの稚樹の倍か,ネズミモチ,トベラ,ヤブニッケイ,シロダ 

モ,モッコク,ヤブコウジたどが侵入し,これら樹種への交替が予想されるところも見られ
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るcこのほか,林分破壊にょり林分が急激に戦開したところや,地表が攪乱されたところ, 

その他石碇地では,ヤマハゼ,アカメガシワ,ヌルデ等の陽性樹环が目立つほか,施業上問 

題と左るススキ,クズ,フジ,サルトリイパラ左どの急速左繁茂が見られる。またクズの緊 

茂の著しい個所カ痢料道路沿い等に見られるが,風致の面からも好史しく左い。

⑶成長價と現存量

在来樹種の主要左ものについての成長のようすを知ることを目的とし,北術西側斜面に位 

置する広袖1統の比較的土壊条件の均一左ところで,高木左いし亜高木の常緑広葉樹を主体 

とする中層木8樹種の標準的左成長を示すものについて,樹幹折解により板近2 〇年間の上 

成長を調べた。•たお,これらの樹齢の最も若いものは3 4年であった。

樹 樹

令 高

7.5 m 〇’ヤマモモ(8.2・2 3 )
(59 ・16 )

5.0 m

2.5 m 七史「匕… メ

トベラ (5.0 • 31) 
贸ネズミサシ(5.8 • 26 ) 

ネズミモチ(3.6 • 20 )
クロガネモチ(4.9・28 )

▲ヒサカキ(4.7・33 )

X

1956 57 59 61 63 65 67 70 1975

図7 最近2 0年間の伸長曲線
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康荏結果は図7のとおりで,それぞれ上層木による庇侍の程度に差があるため,厳密を比 

皎検討を行うことはできたいが,この調査例から,ヒサカキの成長が比較的遅いのに対し, 

高木性のヤマモモ,ナナメ ノキでは上長成長がとくに大きいことなどもわかるC左お,さき 

Iてふれたとおり,ヤマモモは排水通気等の物理性のよく左い域質土壊でも比較的よい成長が 

期待できる。はたナナメ ノキ,クロガネモチ東どとももに比較的乾燥に強い高木であるとい 

える。主要樹種で樹幹折解による蜩査ができ左かったもののうち,シロダモ,サクラ類,ピ 

ワ.ヤブニッケイ•アラカシ,コナラ・クヌギをどの前述の高木性樹種も,その生育状況か 、 

ら見て,土壊条件の比較的よいところではかをりの成長が期待でき,シロダモ•ピワをどは 

石碑地でよく成長しているものも見られる。

Wた,寸れに大き左木が見られるユズリハも,土壊条件の特に悪いところを除き,か左り 

の成長が期待できそ,うである。このほかクスノキは,土壌条件のよいところではか左りの成 

長が期待できると思うが,埴質の物理性のよくたい土壊をどの不適地では,葉色も淡く,不 

健全で,成長も明らかに悪い。つぎに,各土壌統にわたりか左りの広がりをもって分布する 

代表的左植生型として,クロマツ(アカマツ)ー常緑広葉樹材を対象とし,中,下層木の現 

存Rの実態を知るため,3プロットを選んで調査した。左お,その中,下層の植生は•暖帯 

林の一つの主要構成種で,また屋島でも総合優占度の高いヒサカキが主体となる林分を対象 

とした。ブロット1は南樹台地の西北西にあたるマッがよく残っている所の斜面上部«ブロ 

ット2は同じく北斜面上部の上木の欠除した所,ブロット3は北嶺遊鶴亭西方の上木が比較 

的よく残っている所の斜面下部にそれぞれ設定したもので,ヒサカキの樹齢はほぼ3 〇〜 

5 〇年でブロット間の差は少左いぐ,ブロット3は隣接した森林が壊れていて側方光線の影 

響が強い。左若土壊はブロット1.2とも白酔山1統,プロット3は広袖1統である。

(表3) ヒサカキ現存供

(注)Aは方形区内のヒサカキのみの景:Bはそれ以外の植物をヒサカキとみ左して計算したもの 

重便は乾燥重量を示してある

葉ノha 枝 t/ta 花 Vfia 幹レha LAl^iia 本数％ 1瞄部高 頭部) 

林床

A Plotl.
B

3.0
3.4

6.2
7.0

0.5
0.6

1 7.6
2 0.0

2.8
3.1

2 7.3 1 6
2 9.30 2

(3.8)cm
2.0
2.1

(4.3 ) m
2.8
2.8

(3 7.0)%
4.0

A 
Plot 2.

B 2.0 4.1 0.4 2 7.1 1.6
一

8.4 0 〇

(7.1)

3.7

(7.8)

4.9
(一)

13.8
-A Plot3.

B

3.1
4.8

2.8
4. 2

0.4
0.4

14.3
1 9.1

2.7
4.3

2 6.4 〇 7
4 6.4 2 4 j

(2.7 )
1.5
1.4

(3.7)
2.5
2.5

(6 2.2)
6.4
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調査結果は表3のとおりで,ブロブト1は,上層がクロマツを交えたアカマツ林で,胸高 

直径15〜4 5饥で平均2 4.5CTI,樹高12〜2 0 mで平均16 mより左り,下木頂部の相 

対照度が約3 7 %であるのに対して,プロブト3は,ほな同様左所であるが,前述のとおり 

側方光線の影響により,下木頂部の相対照度は6 7.5 %でか東リ明るいcしかし,屋島のマ 

ッ類が比絞的よく残っているマッの林冠下の相対照度は大体3 0 %内外であることから見て, 

これら2プロットも,マツノザイセンチュウの被害をうけるまでは•これと同じくらいの相 

対照度下にあったものと推察できる。

このようを屋島めマツ林の中,下層をあす高密度のヒサカキを主体とする林分の現存世は・ 

ヒサカキ以外の樹種もヒサカキとみ左して計算すると.プロブト1とプロット3の値から.

葉班で3.4〜4.8レ血,LAI (葉面積指数)で3.1〜4.3 呢•地上部の総柄で2 8. 5〜 

3 1.0 镣程度と左った。左若プロット1にくらべプロット3は,ヒサカキ以外のヤマハ 

ゼ,モチッシジ左どが多くまじっているが•林床の相対照度はプロット1で4 %,プロット 

3は6.4 %でともに林床植生の発逹は悪い°

5.2 -

Plot 1. Pl«t 2. Plot 3.

% 0.5 〇 4% 8 0.2 0 4 8 1 0.5 〇 4 8

同化;非同化器官の垂直分布

一
幹+

枝+

花

幹+

枝+

花
・

『

幹+

枝+

花

(図8 )
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また上木のマッが欠けているブロット2は,ブロット】•ブロット2.に比べて立木密度 

が低いにもかかわらず,図8の同化,非同化器官の垂直分布図のとおり葉暦が高い所に集中 

してお«り,ヒサカキの樹高,直径は他の2区より大きい。葉の現存量は2.()%a,LAIで 

16 % ,地上部現存也は3 3.6蚣とをり,葉fi!の少ないのが目立ち,上・にマッ類を 

欠いでいるにもかかわらず最近の直径成長もよく左く,林床の相対照度も13.8%とかをり 

明るく,さきにふれたように,ヒサカキ,ネズミモチ,モッコク・ヤブコウジ左どが林床に  

及入してきているので,いずれこれらの樹種と交替していくものと考えられる。

以上のことから,屋島の広袖1統,白峠山1統を土壊とするマツ林の中,下野木ををすヒ 

サカキを主体とする林分の現存批は,葉眼で2.〇〜4.8 Ha,地上部の総量で2 8.5〜

3 3.6好旦程度とみられ,樹高は4～7 m程度と考えられる。左おヒサカキの葉の寿命を平 

均2年とすると,落葉扭は年1.〇〜2.4シmと左リ・落葉量も加えると,これらは發分循環 

上か左り左意味をもつものといえよう。

4.性とめ

林地に対して,どのような機能をどの程度期待するか,またどの程度の労力,経費の投入が 

可能かということ左どによって,目標とすべき林相とか施業方法も変ってくるといえよう。こ 

こでは,屋島に代表される瀬戸内海沿岸の花惘岩,安山岩等を主な表同地質とするマツノザイ 

センチユウによる被害の見られるアカマツ林地帯を対象とし,風致およぴその他公益的機能, 

地力の維持増進について十分配慮することを前提とし,以上の各結果に基づき,とくに考慮す 

べき事項について下記のとお、り集約した。

1)•雨虽が少ないうえ,全般に地力が低く,BD型等の生産力の高い土壊が部分的にごく限 

られた所にしか見当ら左いだけでたく,安山岩に由来する重埴土の物理性の悪い,しかも 

成分的にも貧弱左土壌や,花崗岩に由来する腐植質の欠乏した成分的に貧弱左土壌など, 

くせのある,地力のか左り低い,そして自然のせーまでは地力の回復や向上があまり期待で 

き左い土壌も少左からずあることを十分念頭において,これからの取り扱いを考えねばを

ら左いG •
2 ),地力の回復あるいは増進を考慮しをがら,林地の機能が十分発揮できるようにするため 

の基本的左考え方としては,それぞれの立地に適した植生による,安定度の高いより健全 

左林分へと導くことが重要で,これは腐植および化学成分のより富んだ,そして物理性の 

向上が見られる林地への改善という面でも大き在意義をもつものと考えられる。

同じ地域内の社寺有林左どの,古くから厳しく保護されてきた林分は,一つの安定した
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目標林相を意味するものとして,さらにこれらについての眄査も行う必要があるが,地力低 

下の著しい現地に対して,直ちに同様左林相の実現をはかることは必ずしも通当とはいえな 

い。現時点时おけるそれぞれの土壊条件等に十分適応できる樹極を用いて,安定した林相に 

導くよう心がけることが必要で,また林分破壊の特に若しい所,その他保全上特に必要左所 

をどには,急速度縁化効果の期待できる樹種の採用ら宕・える必要があり,このよう左・場合, 

花崗岩等に由来する物理性の悪く左い土也では,ー殷に施肥効果も大きく期待できるので, 

これを十分活用することが望咬しい。

3),在奈の林業用掛:31のうち,とりあげることができるものとしてヒノキ,アカマツがある。 

このうちヒノキは,BD型やBD(d)型土壇左どのよい成長が期待できるところが.ごく限 

られているし,水はけの鹿いこともとくに嫌う。東おその一斉林では,下腐植生がきわめて 

貧弱左ものと左り,落葉の移動が起こりやすいこととあいまって,表土の流亡がおこる危険 

性も少左く左いcこのよう左ことから,ヒノキの造林を計画する場合は,地力の比較的高い 

土壊の物理く生の悪くたい所に限定し,をるべく広葉樹との混交をはかることが望ましいcた 

だし,屋島のように,風景林の主要構成樹種がマッ類であったところにヒノキを導入するこ 

とについては,風致綻持という点で必ずしも好宜しいとはいえ左い。

またアカマツは,本来植生遷移の進んだ段階には少左くなっていく樹種で,地力向上の面 

からも好ましい樹種とはいえたいし,とくに近年マツノザイセンチュウによる枯損が繰り返 

されている状況からみて,クロマツと同様これに期待をかけることは好ましくない。しかし 

アカマツは,これまで地力の高く左い所での林業用樹種としてだけで左く.風致上も,クロ 

マツとともにその主役を果してきた樹種として,一般にこれに対する執着は根深いものがあ 

り,またときにマツタケ出産の貴重左場とも左る。

左お,虫害による枯捐の著しいアカマツ林のうちにも,被害程度の軽い若齢林の過密左状 

態にあるものが見られるほか,天然生の稚樹も,比較的広範囲にわたり,上木の疎開したあ 

とや,その他明るい林内の鉱物質土壊の霧出した所などに見られるし.また林床の相対照度 

を3 0 %くらいまで明るくするとともに,搔き起こし等による鉱物質土壊の裸出をはかるこ 

とによって,天然稚樹の生立が期待で呑るところも少なく在いと考えられる。こんご•左お 

アカマツその他クロマツの生立あるいは保育をはかつぞいこうとする埸合.虫害防除に努め 

るのはも七ろんのこと,虫害による大き左林分破壊をきたさ左いよう。また地力の維持向上 

も考慮できるよう,単純林を避け,広葉樹を十分混交していく必要がある。したがって.マ 

ツの密生地は除伐や間伐を行い,ヤマモモ左ど混植効果のすぐれた樹種の導入をはかること 
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や,また林内にある常緑広葉樹左どの保育に心がけることが望ましい。

4. ),外来樹丽は,古くからの史蹟名勝地左どでは,風致上馴染みにくいほか.植栽実績の漬み

重ねや利用面での実續が少ないこともあり,安易に導入・することはでき左い。しかし外来の 

林業用樹珂のうち,飯城土の物理性のよく左い土壌その他とくに地力の低い土壊を除き,こ 

のよう左地域ですぐれた生育成結が期待できそう左ものとしてテーダマツとメラノキシロン 

アカシアがある〇 . .

このうちテーダマッは,若齢時倒伏しやすい性質はあるものの,マツノザイセンチューの 

害をうけにくく,一股にアカマツより成長が早いし,またメラノキシロンアカシアは,樹型 

が通直な,風にも強い高木性の成長の早い常緑広葉樹で,家具用材等としての価値があるだ 

けで左く.混植用の肥料木としても期待で志るので,さらにこれらについて試植による検討 

を重ねていくことが望ましい。

5. ),公益的機能あ、よび地力の維骨増進をはかるうえにおいて大き在意義をもつ広葉樹について

は,さきにのべたとおり現地における土壊別その他立地条件別の分布と生育の概況を知るこ 

とができた。それぞれ樹種によって,各種立地条件に対する適性にはかたりを差があること 

を十分配慮し左がら,目的にそって好ましい樹種の保育あるいは導入に心がけねば左ら左い。

一般に,生態的,風致的左見地から,広葉樹では常緑性のものにある程度重点をふくとと 

もに,現地の植生をうまく活かすことを念頭に・まをがら,それぞれ立地条件に応じ,大木 

とたりうるヤマモモ,シロダモ,ナナメ ノキ・ヤブニッケイ•ユズリハ,クロガネモチ.ピ 

ヮ,サクラ類•コナラ,クヌギ,エノキ,ムクノキ等の高木性樹種,その他上腐木,中層木 

として健全左生育が期待できるウパメガシ,アラカシ,ネズミモチ,ヤブツバキ,左どや, 

中腐木あるいは下層木として健全左生育が期待できるヒサカキ,シャシャンポ,ツツシ・‘類, 

ハギ頰,ナワシロ・クミ,カクレミノ,ヤブコウジをどの保護育成あるいは導入に努め,健全  

左・複層林へ導いていくことや好まし"と考えられる。

左お花崗岩に由来する腐植質の欠乏した成分的に貧弱左土壊では,とくに必要な場合,耕 

耘し施肥を行うことによって,生育増進の大き左効果が期待できるほか,導入可能左樹種も 

多く左るが,安山岩に由来する排水通気の悪い重埴土では,一般に耕耘を行っても水分停滞  

の解消はむずかしく,施肥の効果もあまり期待できたい。これら土壌のまわめて悪い現地の, 

ある程度疎開しているところでは,特殊左場合を除き,むしろ指標植物としてよく見うけら 

れるネズミサシや,その他自然植生としてよく見られるヒサカキ,シャシャンポ・ツツジ類, 

ハギ類,ネジキ,ナツハゼ,ヤマハゼ等の保育に心がけること,またアカマツも密にをらを

-4 2 7-



い範囲で残していくこと,そして極端に土地が悪く左いところでは必要に応じヤマモモの混 

植も考慮すること左ど力:,林地の安定をはかるためだけで左く,立地にふさわしい景観を維 

持していくうえにおいても望ましいと考えられる。

唾た小面積左からBD型土壊が見られる白峰山2統,広袖2統,国分寺2統その他土壊条 

件の比較的よいところではクスノキの導入等も可能と考えられる。この侄か海岸線に接する 

ところでは,耐潮性の強いウバメガシ,ネズミモチ,ユズリハ,ヤブツバキ,ヒサカキ,ナ 

ワシログミ,トベラ,マルパシャリンパイ,マサキ左ども好ましい常緑広葉樹といえる〇

6 ), •とくに風致景観にアクセントを加えることができる樹種として,ヒガンザクラその他サタ

ラ類,ヤプツパキ,ツツジ類,ハギ類,ヤマハゼ左ど比絞的適地の得られやすいものについ 

ては,必要に応じ積極的に採り上げることも望ましい。求た烏獣保護の観点から,餌木とし 

て,初夏に実の左るヤマモモ.ビワ,晩夏に実の左るサクラ類,秋に実の左るヒキカキ・ネ 

ズミモチ,シャシャンポ.ナツハゼ,シロダモ,カシ類,ナラ類,クスノキ,ヤブニッケイ, 

モブコク,クロガネモチ,マルバシャリンバイ,マサキ,ムクノキ,エノキ,ヤマハゼ・秋 

から冬に実の左るヤブコウジ,春に実の左るヤツデ左どが役立つことも考慮に入れて扱いた 

い。

7 )»左お以上のほか,施業実行に関連し配慮し左ければ左ら左いこととして.枯損木の伐採搬

亩にともなう中,下層植生の損傷と林地の破壊を極力避けること,性た林分破壊にとも左っ 

て盛んた繁茂が見られるクズその他つる類やススキ等支障と左る維木草を早めに防除すると 

ともに,できればその他下層植生を被圧する陽性の雑木草を整理すること左どに努めたい。

また一般に人の出入りの多いことから,山火事の発生しにくい植生であることが望まし<, 

燃えや+いススキその他イネ科の草本類左どは左るべく整理するとともに,危険性の高いと 

ころでは,山火事回避に効果のあるヒサカキ,ネスミモチ,ウパメガシ,マサキ,マル・ハシャ 

リンパイ,モッコク,ヤマモモ・ヤブニッケイ,ユズリハ,クロガネモチ,ヤブツバキ左ど 

や草本類であるリュウノヒゲ左どを主左構成種とする乾燥しにくい袒層林に導くことが望ま 

しい。
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